
書式第 9号

令和 6年度  事 業 報 告 書
令和6年 1月 1日 から令和 6年 12月 31日 まで

特定非営利活動法人 能楽普及集団 鶴亀座

1 事業の成果
① 学校にて青少年能楽体験教室の実施
② 生涯学習、社会福祉法人等を対象とした能楽普及活動
③ 「鶴亀座」ホームページ等による能楽普及啓蒙

2 事業の実施に関する事項

(2)その他の事業

事業名 内 容 実 施
日 時

実 施
場 所

従事者
の人数

対象者
の範囲及び
人数

支出額
(千円)

普及啓発事業
1.「鶴亀座」ホ咄へ

°一デの公開

2.「観世」普及活動掲載他

継続実施

随時

9.82

鑑賞・講演
体験教室の

開催事業

1.青少年能楽体験教室を開催
。日出学国幼稚園
(能楽体験教室)

。大樹デイサービス流山

(能楽体験教室 )

1月

11月

市川市

流山市

9名

9名

60名

30名

56.440

55。 776

事業名 事 業 内 容 実 施
日 時

実 施
場 所

従事者
の人数

支出額
(千円)

無  し 無  し 無  し 無  し 無  し 無  し



書式第 13号 (法第 28条関係)

R6 年度 活動計算書 (その他事業が上登場合)
事 業 報 告 用

特定非営利活動法人 能楽普
単位 :円

令 a菌

129,000
12,000

141,000

1,120

1,120

32,000
32,000

受取補助金

事業 :鑑賞・講演 。体験教室の開催事業

受取利息

正会員受取会費
賛助会員受取会費

受取寄附金
施設等受入評価益

24

24

174.1中

122,1036

67,364
15,690
27,686
110

9,820
1,366

122.03(

給料手

会議費
旅費交通費
通信運搬費
消耗品費
印刷製本費
サーバー使用費及び更新費 (技術支援)

役員報酬
給料手当
退職給付費用
福利厚生費

消耗品費
水道光熱費
通信運搬費
地代家賃
旅費交通費
減価償却費
備品保管費

役員報酬
退職給付費用
福利厚生費

24,000
50.000

74,000

74.Oα

196.036
当 朝 経 常 輌 A B -21 892

過年度損益修正益

災害損失

当 期 鐸 常 滅 C D ②

-21,892

222.520
200.



書式第 15号 (法第 28条関係)

R6年度 貸借対照表
事 業 報 告 用

法人 能楽普及集団 鶴亀座

金  額

200,628現金預金
未収金

棚卸資産

車両運搬具
什器備品

ソフ トウェア

借地権

敷金

長期貸付金

200.

200,628【A】 資 産 合 計 ①+②

丁
~負
債 の 部

画 |百薔

未払金

預り金

面覆否下
~「J10

百百僣

長期借入金
退職給付引当金

夏硬百研
~TT丁

④

2

222,520 222,520
-21,892 -21,892

200,628【B】 負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 【B-1】 +【 B-2】

小 計 。合 計

IB―r

ヨ ー
「

】



人  ´  ′

/t＼れる 年度  計算書類の注記 事 業 報 告 用

特定非営利活動法人 能楽普及集団 鶴亀座

重要な会計方針

計算書類の作成は、

(1)棚卸資産の評価基準及び評価方法

(2)固定資産の減価償却の方法

(3)引 当金の計上基準
。退職給付引当金

引当金

(4)施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理

(5)消費税等の会計処理

2.事 業別損益の状況

によっています。

合計

普及啓発事業

鑑賞。講演
体験教室の

開催事業 事業 事業

事業部門計 管理部門科 目

107180
1120

32000
24

117000
1120

32000
24

240009820

150144 24000 1741449820 140324

ｎ

Ｖ

24000
50000

67364
15690
27686
110

9820
1366

24000
50000

9820

67364
15690

27686
110

1366

74000 1960369820 112216
-2189228108 -50000

I 経常収益
1.受取会費
2.受取寄附金
3.受取助成金等
4.事業収益
5.そ の他収益
経常収益計
Ⅱ 経常費用
(1)人件費
給料手当

役員報酬
退職給付費用

福利厚生費
人件費計
(2)そ の他経費
旅費交通費
通信運搬費
消耗品費
印刷製本費
サーバー使用費
及び更新費
会場費
備品保管費
周年事業費
経常費用計

当期経常増減額

内容 金額 算定方法

3.施 設の提供等の物的サービスの受入の内訳



内容 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高 備 考

合計

4 使途等が制約された寄附金等の内訳
使途等が制約された寄附金等の内訳 (正味財産の増減及び残高の状況)は以下の通りです。
当法人の正味財産は   円ですが、そのうち   円は、下記のように使途が特定されています。
したがって使途が制約されていない正味財産は   円です。

5。 固定資産の増減内訳

6.借 入金の増減内訳

役員及びその近親者との取引の内容

役員及びその近親者との取引は以下の通りです。

その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするために

必要な事項

事業費と管理費の按分方法

７

〓

8

減 少 減価償却累計額 期末帳簿価額不
Ｆ
Ｆ 取得

有形固定資産
車両運搬具

什器備品

無形固定資産

投資その他の資産

敷金

合計

期首残高 当期借入 当期返済 期末残高科 目

合計

科 目
計算書類に

計上された
金額

内、役員と
の取引

内、近親者
及び支配法
人との取引

(活動計算書)

活動計算書計

(貸借対照表)

貸借対照表計

その他の事業に係る資産の状況



書式第 17号 (法第 28条関係)

R6年度 財産目録
事 業 報 告 用

能楽普及集団

単位 :円
舎 ■ ′l、 掛 計目

、】 賀 正 1 )澤

200,628

販売用寄附物品

現金預金

手元現金
みずほ銀行普通預金

○○事業未収金
▲▲事業未収金

200.

パソコン

○○市事業所

○○銀行

車両運搬具
事業用車両

ソフトウェア
オペレーションシステム

文書編集ソフト

敷金
○○市事業所

200,628【A】 資 産 合 計 ①+②

-1】 | の  日

り

源泉徴収税

未払金
○月分給与
○月分社会保険料

職員

長期借入金
○○銀行借入金

【I

【B-1】 負 債 合 計 ③+④

200,628【B-2】 正 味 財 産 合 計 【A】 ― 【B-1】

‐ 」■



書式第 18号 (法第 28条関係) 事 業 報 告 用

令和 6年度年間役員名簿 (前事彙年度において役員であったことがある全員の氏名及び住所又は居所並びに

これからの者についての前事業年度における報硼の有無を記載した名簿)

特定非営利活動法人 能楽普及集団 鶴亀座

1 確認事項 (法第20条及び第21条を確認の上、チェックを入れてください。)
r…
中
¬

国
√

以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係)

各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第 21条関係)

2 役員一覧

役 名
(フ リガナ) 前事業年度内

の就任期間

報酬を受けた期間

(該当者のみに記入)
氏  名

理事
コカチ テルオ 令和6年 1月 1日

令和6年 12月 31日古勝 昭男

つ
４ 理事

ヤマグチ ハルヨシ 令和6年 1月 1日

令和6年 12月 31日山口 晴義

つ
０ 理事

カネコ シゲノリ 令和6年 1月 1日

令和6年 12月 31日金子 茂則

Л
４ 理事

カメダ シゲル 令和6年 1月 1日

令和6年 12月 31日亀田 繁

Ｅ
Ｕ 理事

コタケ タカユキ 令和6年 1月 1日

令和6年 12月 31日小竹 孝之

´
０ 理事

シガ カツマサ 令和6年 1月 1日

令和6年 12月 31日志賀 勝正

７

‥ 理事

ハヤカワ ヨシエ 令和6年 1月 1日

令和6年 12月 31日早川 好江

６
０ 理事

ミシロ ヤステル 令和6年 1月 1日

令和6年 12月 31日三城 康照

Ｑ

Ｊ 監事
クスミ トキオ 令和6年 1月 1日

令和6年 12月 31日久住 登喜男

∩

ｖ



書式第4号 (法第 10条・第 28条関係)
設立・事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿 )

特定非営利活動法人_■壼塑壁ユ _」墜違_____

氏   名

1 梅沢 祐子

2 大歳 俊子  

3 尾崎 純子

4 鈴木 紀二

5 曾根田 耕造

6 田中 重康

7 平野由紀雄

8 百瀬 キミ子

9 山本 秀人

10 米澤 賢―  

11

12




